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平成 28, 29 年度入試に実施されたセンタ ー試験から， 理科の中でも最も受験者数の多い 「化学」を
取り上げて設問を知識の活用， 計算という技能の観点から分類し， センタ ー試験に占めるそれらの比
率からセンタ ー試験の特色を明確にすることを試みた。 その結果， 知識に関わる問題が全体の7割を
占めていた。 また，計算問題も部分点を与えることを考慮できる問題は1割程度に止まっていた。 総
じて， センタ ー試験「化学」の出題は「基礎学力を測る」という目的に添っていると言える。

1問題
1.1共通試験における化学の受験者数の変遷

大学入試センタ ー試験（以後， 「センタ ー試験」と
する）の前身となる共通第1次学力試験（以後， 「共
通1次」とする）は， 当時， 大学入試間題の出題に見
られた難問奇問を排除し， 大学入試を高校における学
習の延長線上に位置づける目的で導入された。 共通1
次の後継として位置づけられるセンタ ー試験もそのコ
ンセプトが引き継がれており， 中教審答申（中央教育
審議会，2014) マー クシートによる出題形式が全面
的に批判されるまでは，

一

試験問題の質が高く評価され
てきた（例えば， 中央教育審議会，2008)。

テストが遡及的に教育活動に影響を与えることは波
及効果(washback effect)と呼ばれる。 センタ ー試
験が高校教育に与える波及効果は絶大である。 それは，
ひとえに受験者数の多さに由来する。 本稿で分析の対
象とする「化学」の分野は共通1次の当初から理科の

選択科目の一つとして位置づけられてきた。 選択科目
には実質的に受験者がほとんどいない科目もあるが，
化学領域はそのような少数科目とは対極の存在である。

図1は昭和54'"'--'平成29年度の理科の受験者数の変
遷である。 大学入試制度や学習指導要領の変更により，
科目名や内容に変化がある。 共通1次発足当初， 理科
は2科目が選択必答であった。 昭和60年度から2年
間は「理科I」+1科目の選択， その後は1科目選択
となった。 平成2年度にセンタ ー試験に変わり， ア ・

ラ・カルト方式が本格化してからは3科目まで選択が
可能どなっていたが， 平成24年度の時間割変更によ
って選択できる科目数は1,..___, 2科目となった。 平成

27 年度からは現在の学習指導要領の下， 「基礎」科
目は2科目， 「基礎なし」科目は 1,,..___,2科目の選択が
許される制度となっている。 図1においては平成9,..___,

17年度に設けられた「A科目」は含まず， 平成27年
度以降は「基礎」「基礎なし」の双方を含む。
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図1. 共通1次， センタ ー試験における理科の受験者数の変遷
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図1によれば， 化学関係科目は一時期の例外を除い
て理科の中で常に相対的に受験者数最大の科目であり
続けてきたことがわかる。 特に， 理科2科目選択制で
あったが昭和59年度までと2科目選択が標準となっ
た平成2 7年度以降には選択科目の中に化学を含む受
験者が圧倒的多数を占めている。 それは化学が理系の

らも文系の受験者からも選択されやすい科目
であること

「基礎」と「基礎なし」
の受験者数比率を示す。 「基礎」を文系， 「基礎なし」
を理系の科目設定とみなすと， 物理は理系， 地学は文
系， という特徴が顕著である。 化学と生物には双方か
らの受験者があるが， 生物は文系が2/3を占めるのに
対し， 化学は2/3が理系となっている。 すなわち， 必
然的に， センタ ー試験における化学領域の出題内容は，

文系を問わず， 我が国における多く
希望者へ多大な波及効果を持つ構造となっている。

日

図2.

1.2 「化学」の構成と測定する能力
センタ ー試験における「化学」の試験間題は， 総じ

て学ぶべき内容を万遍なくカバーするように配慮され
ている。 例えば， センタ ー試験の出題内容を数研出版
の教科書の目次と対応させると， 例年， 第1問が
1編 物質の状態」， 第2間は「第2編 物質の変
化」， 第3問は「第3編無機物質」， 第4間は
4編有機化合物」，第5問は「第 5 編 天然有機化

6編 合成高分子化合物」に対応する。
問題である第6問と第7問は， 第6問が「第6編
成高分子化合物」， 第7開が「第5編 天然有機化合
物」となっている。 年度によっては「化学基礎」の
「酸化還元」の内容が第2問や第3問に含まれる。

受験対策としては， 各単元からどの項目が出題され

やすいか， 各単元の中での偏りをみることになるのだ
が，科目本来の学力以外の受験対策で大きく
右されるならば， テストとしての妥当性に疑義が生じ
ることになる。 したがって， 出題分野の幅広さと

なるのが， 設間内容の構成とそれに対応した
能力的要素である。そ

れを化学の試験問題を通じて測定されている受験生の
能力と考えるならば， そのような観点から具体的な出

して検討を行うことは， 波及効果を重視す
る高大接続改革の視点から

特に， センタ ー試験の化学領域の問題では， 何らか
の公式を利用して計算を行い， 正解を求めること
求される設間が出題される。 計算の技能が化学領域で
大切な能力であるにしても， 化学の知識が関与する余
地なしに計算力のみで得点が左右されるような設間は
化学の問題として適切とは言えない。 さらに， センタ
一試験の誤答選択肢の中には， 化学的な知識が十分で
あっても，計算ミスによって正答と誤認される解が含
まれている。 「化学の学力」を適切に測定するという
意味では， 本来， そのような誤答には一定の部分点を
与えるべきという考え方もできる（樫田，2017)。

こで， 本研究では， センタ ー試験「化学」の各間
に対して， 正解を得るために必要な能力に着目して，
各設問が化学分野の知識と計算力のいずれを重視して
いるのか， 定性的な分析を加えることとした。

なお， 本稿で分析対象とするのは「基礎なし」の
「化学」， すなわち， 基本的に理系で学び， 理系分野
の大学に進学する受験生が選択する科目である。

2. 目的
本研究では， 平成28年1月と平成29年1月

されたセンタ ー試験本試験（それぞれ「平成28
問題」「平成29 年度問題」とする）について， 試験
の問いに応えるために必要とされる要素に基づく
を試みる。 具体的には「経験によるものも含めた知識」
「知識を活用する技能」 「適切に関係式を活用できる

「いくつかの関係式を関連させる技能」に着目
し， 各設問について， それらの要素の必要性の有無か
ら分類を行う。 その際， 計算を伴うものについては，
選択肢についての検討も行なった。

なお， 化学も含む理系記述式の間題について同様の
分析を行った研究として倉元・森田(2004)があ
「作問スペック」として示された観点は， 理系の他教
科・科目との共通性を重視して設定されたもので， 本
研究の観点や方法とは一致していない。 したがって，
本研究の分類基準は独自に作成したものである。
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